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障碍の有無に関わらず全ての人が豊かに暮らすユニバーサル社会の実現が求められている．著者らは，

視覚情報を聴覚情報に置き換えた「ことばの地図」の応用研究を進めてきた．近年は，視覚障碍者のより

現実に近い心象形成および外出意欲向上を目的として，音声版観光ガイドマップである「ことばの観光地

マップ」に取り組んできた．本研究は，今後より多くの方に楽しんでいただくため，YouTube での動画配

信を目指している．今回は，その検証段階として過去に作成した，出町柳・伊丹スカイパーク・箕面の

滝・馬見丘陵公園の 4 つの対象地の動画を限定公開という形で投稿した．予備実験として研究室にて，配

信動画のタイトルや概要欄についてヒアリングを実施した．そして本研究のことを知らない視覚障碍者の

方にもメールで動画を提供し，YouTube配信の評価を行った． 
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1.  研究背景・目的 

 

晴眼者は，普段テレビの旅番組やインターネット等を

通じて疑似旅行・外出体験をしたり，外出時に Google 

Mapなどの道案内アプリを通じて道順や現在位置などの

情報を視覚で得たりすることができるが，視覚障碍者に

はそれらの体験が困難である．そこで視覚情報を聴覚情

報に置き換えた「ことばの地図」1) 2) 3)の応用研究を進め

てきた．これは，視覚障碍者の街歩き支援として周囲の

建物の情報やお店情報，経路などを音声によって案内す

るものである． 

視覚障碍者の歩行支援を目的とした研究・開発は，安

全な単独歩行を支援するものが多い．例えば深沢ら4)は，

屋内での安全な単独歩行を目指し，電子白杖と誘導ライ

ンを用いて，曲がり角などでは RFID タグ信号をトリガ

ーとして音声案内を提供するシステムを提案している．

宮里5)はAR（拡張現実）技術を用いて障害物の位置に音

像を重畳することで，障害物までの距離や方向を聴覚で

認識可能とするシステムを提案している．さらに，吉川

ら6)は力覚提示装置を用いた仮想触地図を開発している．

上記のような視覚を補うデバイス開発の他に，本研究と

同様に「ことば」（自然言語）による経路案内に特化し

た実践も多くなされている．例えば「ことナビ」7)は，

自宅等で読み上げソフトで利用（予習）することを前提

として，鉄道駅などから徒歩圏内にある主要目的地への

方向や距離，所要時間，点字ブロックの敷設状況など，

安全・確実な歩行に資する情報をテキスト化してwebで

提供している． 

一方，視覚障碍者の精神的豊かさを高めることを目的

とした研究も進められている．例えば原田ら8)は，触覚

と音を組み合わせたインタラクティブシステムを提案し

ている．これはヘッドホンからの音と専用装置から指に

伝わる振動を頼りにターゲットを探すゲームであり，状

況に応じて振動の種類を変えたり，ストーリー性を持た

せたりすることで楽しみを提供するものである． 

また COVID-19の流行により，疑似旅行・外出体験の

需要は障碍の有無を問わず高くなっている．石塚ら9)は

視覚障碍者にとって過去の観光行動の経験が次の行動ニ

ーズに影響を与えることを明らかにしており，疑似旅

行・外出体験は外出意欲向上に繋がると考えられる． 
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本研究は，安全な歩行を支援する取り組み4)~7)を補完

すべく，視覚障碍者のQOL（Quality of Life; 生活の質）向

上のため，楽しく歩けるための支援に重点を置いている． 

一連の「ことばの観光地マップ」研究は，より楽しめ，

観光地のイメージを思い浮かべやすくするための環境

音・効果音の明確化を研究目的に進め，実験を重ねてい

た．そのような中，コロナ禍となり，動画の一方的な配

信を超えたインタラクティブなコンテンツへの展開可能

性を試すことも研究目的に加え実験を進めてきた． 

現在，更なる対象地の拡充だけでなく，視覚障碍の有

無を問わず全ての人がより身近に「ことばの観光地マッ

プ」を楽しんでいただくためYouTubeでの動画配信を目

指している．そのため，一連の研究を知らない方でもコ

ンテンツを理解し楽しめるよう動画を作成する必要があ

る．そこで今回は，過去に作成した出町柳2)・伊丹スカ

イパーク10)・箕面の滝10)・馬見丘陵公園10)の４つの対象

地の動画を用いて，コンテンツを作成した． 

本研究の目的は，①障碍の有無に関わらず全ての人の

利用を想定した字幕表示や動画の構成等の工夫を行い，

予備実験としてそれらの使用感とコンテンツの提供方法

の調査．②限定公開によりYouTube動画を配信し視聴意

欲についてヒアリング及びアナリティクスの分析による

YouTube配信の評価，とする． 

 

 

2.  「ことばの観光地マップ」の概要・システム 

 

(1)  ことばの観光地マップ3) 

ことばの観光地マップとは，本研究で視覚障碍者の街

歩き支援のために提供するものの総称である．空間理解

のための「ことばの地図」に加え，臨場感演出や外出意

欲向上につながる「環境音・効果音」を合わせた，音声

版観光ガイドブックのことである．晴眼者がガイドマッ

プやGoogle「ストリート・ビュー」などで享受している

疑似外出体験を視覚障碍者に聴覚情報ベースで提供する

ものである．バーチャル散歩システム（後述）を利用し

たコンテンツの一つである． 

 

(2)  バーチャル散歩システム2) 

バーチャル散歩システムは，事前にビデオカメラで採

録した環境音・効果音を，ことばの地図と合わせて再生

することで，室内で聴覚情報ベースの街歩きを疑似体験

できるものである．実験者が音声 AR アプリを実装した

スマートフォンを用いて，実験者用映像で地点を確認し

ながら，ことばの地図を再生する．このシステムにこと

ばの観光地マップを実装する． 

 

(3)  音声ARアプリ 

音声 ARアプリは，バーチャル散歩の際に使われる道

具の一つである．本研究で使用する音声 AR アプリ

「Hitnavi AR」は現在地から目的地まで音声メッセージ

を用いて利用者に案内するものである11)．一定間隔で

GPSにより現在地を確認しており，あらかじめ設定して

いた地点に近づくと，対応した音声情報が流れる．これ

により，利用者は歩行コースの分節点などにおいて，適

切な「ことばの地図」を聞くことができる．なお本研究

では，オンライン環境において音声案内を流すため，

GPSを用いず任意の場所で再生できる「予習モード」を

使用した．アプリはテンキー操作が可能なスマートフォ

ン（BlackBerry 「BBF 100-9」 Android 8.1 4.5型）に実装

した． 

 

(4)  ことばの地図 

ことばの地図は，ことばの観光地マップ構成要素の一

つで，バーチャル散歩の際に音声 AR アプリから流れる

音声メッセージは，「ルート案内」と「ことばの地図

（広義）」の 2つに大別できる． 

ルート案内は，目的地に到着するために必要な，はじ

め・おわりの案内，直線・屈折，戻れ指示などの歩行進

路に関するもので，目的地への歩行支援のための基本情

報である11)． 

ことばの地図（広義）には，周辺の広域な空間把握が

可能な「ことばの地図広域版」，「ことばの地図（狭

義）」と「付加情報」がある1)． 

ことばの地図広域版では周辺街路の構成や著名施設な

ど道路の案内標識に類する情報，あるいは公園などの全

体配置図に類する情報を提供する．メンタルマップの形

成・確認に資する情報である． 

ことばの地図（狭義）は，「地物情報」と「ことばの

写生（スケッチ）」から構成されている．地物情報は，

確信して歩行する上で必要な通路・周辺施設・路面など

に関する，白杖で感知したり，音や匂いなどで確認した

りできる物理的な記述であり，目的地に到達するための

空間理解・把握を深めるための情報である．ことばの写

生（スケッチ）は，通行者の様子や沿道の花木など，晴

眼者にとってはありきたりともいうべき情景を記述した

情報である．まちへの親近感を喚起することを狙いとし

ている． 

付加情報は，積極的に街に対するイメージを具現化し，

楽しい道草，寄り道の案内をすることで，晴眼者の場合

には自身が沿道の施設などを見て寄り道するのと同じこ

とを実現することを狙いとして付加する情報である．付

加情報には，「施設案内」，「道草案内」，「お店情報」

の 3種がある．それぞれの特徴やおすすめ情報だけでな

く，入り口の案内も提供する． 
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3.  研究方法 

 

(1)  研究の流れ 

本研究のフローを図-1に示す．まず，対象地を選定す

る．次に，現地で撮影・録音を行い，演出効果のために

有用な環境音・効果音を抽出・作成する．それらを，音

声 ARアプリに実装したことばの地図と組み合わせるこ

とで，ことばの観光ガイドを作成する．その後，Zoom

屋内疑似体験（バーチャル散歩実験）を行い，被験者に

ヒアリングを行う．そこから，ことばの地図の改善点お

よび効果音・環境音の採録方法や構成要素について改良

を加える． 

これらの成果をふまえ，YouTube 版の動画を作成・配

信し，評価をもらい，YouTube 版コンテンツの完成を目

指す． 

 

(2)  対象地 

本研究では，一連の研究で作成した出町柳・伊丹ス

カイパーク・箕面の滝・馬見丘陵公園（以下 出町柳，

伊丹，箕面，馬見）の４つの対象地（表-1）における動

画を用いた．対象地ごとに一動画あたり 20 分程度にパ

ート分けをし，動画が長くなりすぎないようにした． 

 

(3)  環境音・効果音採録 

異なる 2季節（夏・秋）に，各対象地で市販のビデオ

カメラ（5.1ch サラウンド搭載）を用いて環境音・効果

音の採録（撮影）を行った． 

環境音とは，実際の歩行時に周囲で聞こえる音のこと

であり，効果音とは，その場の特徴を掴み想像力を高め

るために意図的に挿入する音のことである．航空機音や

噴水音，川や滝，虫や鳥の音，子供の遊び声やお店の掛

け声などを効果音として鮮明に聞こえるよう採録した． 

表-1 対象地の概要 

対象地 

出町柳2) 伊 丹10) 箕 面10) 馬 見10) 

    

コースの 

特  長 

川沿いの緑地や遊歩道の

ある自然豊かなコース 

交通量の多い道路沿いか

ら，滑走路に沿って園内

を歩く直線的なコース 

最寄駅から箕面大滝に向

かって，屋台が並ぶ川沿

いの滝道を歩くコース 

自然豊かな公園内の花畑

や古墳に登る冒険的なコ

ース 

実施年度 2017 2020 2021 2021 

まちの特性 ・観光地・商業地 ・公園 ・観光地・滝道 ・郊外・公園 

パート構成 2 2 4 5 

重 点 

・ことばの地図の改良 

・街歩きの充実 

→お店情報の追加 

・道草案内 

→ 航空機を実況中継風 

に案内 

・効果音 

・道草案内 

→ 豆知識を加える 

・お店情報 

→ 出店で商品購入時の 

やり取り 

・道草案内，自然体験 

→ 古墳や埴輪，花畑 

・ことばの地図 

→ 変形交差点や曲線的 

な道案内 

 

図-1 研究フロー 
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(4)  ことばの観光地マップ作成 

a)  歩行コース・タイムラインの決定 

最初に 1時間程度の歩行コースを考える．なお，以下，

主に馬見を例として述べていく． 

公園内駐車場のバス停からスタートし，古墳や緑道と

いった園内の特徴的な地点を経由して近鉄池部駅へ向か

うコースを設定した．次にナビメッセージの種類と発信

地点を決め，タイムライン（表-2）を作成する．馬見で

は，歩行コースの一部で古墳の頂上に実際に登り一周す

るルートを作成した（図-2）． 

b)  ことばの地図の作成 

地物記述ガイドライン11)に基づき，ことばの地図を作

成した．  

まず，空間把握のために必要なことばの地図（狭義）

をGoogle Map等を活用して作成する．主に，通路や周辺

の情報について記述する．次に，寄り道ポイントとなる

道草案内を作成した．馬見では，古墳内の実際に触れる

埴輪やバラ園などの現地でできる非日常な体験について

説明した．  

c)  映像作成 

環境音採録の際に撮影した動画をもとに，バーチャル

散歩で使用する映像（地点静止時と歩行時）を作成する．

なお，コンテンツとしての「ことばの観光地マップ」に

おいて映像は主要素ではないが，実験時のみならず，将

来の実用時においても，晴眼者と共に視聴するのに有用

であると考えている． 

d)  環境音・効果音の選定 

観光地をより楽しめ，イメージを思い浮かべやすくす

るために適切な環境音・効果音を選定した（既出の表-

2）．馬見では，水が流れ落ちる落水音やウグイスの鳴

き声を挿入し，現地の魅力や雰囲気が伝わるように心掛

けた． 

 

(5)  補助メディアの作成 

バーチャル散歩の補助ツールとして触地図の導入を進

めている．箕面（2021年度実施分）では，歩行経路の把

握を深めることを目的とし紙ベースで作成した．有馬温

泉（2022年度実施分）では，スチレンボードに凹凸をつ

けた立体地図12)（図-3）により更なる地形把握の容易化

を図った． 

 

(6)  YouTube動画の作成 

a)  動画作成 

実験時に作成した映像と音声 ARアプリによる音声案

内を合わせ，YouTube 配信用の動画（図-4）を作成した．

動画には全ての音声に字幕を付けた．また字幕とサムネ

イルは，黒地に白文字で作成し弱視の方にも見やすいよ

うに配慮した．  

b)  タイトル 

タイトルは，動画の大まかな内容が伝わることを意識

して，初めに対象地名とパート番号，次に動画内の主要

な案内地点を載せ，最後に特徴的な効果音を付けた．オ

トについては，読み上げソフトの多くが「音」を「オン」

と誤読したためカタカナ表記にした． 

地点 背景音 音声案内 重点 距離(m) 

31 陽だまり広場南部 

 ことばの地図   

効果音 道草案内 春：ホトトギス  

 ルート案内   

↓  環境音   40 

32 公衆トイレ前 
 施設案内 公衆トイレ  

 ルート案内   

↓  環境音   10 

33 ナガレヤマ古墳前 

 広域版   

効果音 道草案内 春：ウグイス  

 ことばの地図 変形四叉路  

 ルート案内   

↓  環境音   8 

34 古墳入口  ルート案内   

↓  環境音   10 

35 古墳ふもと 

 ことばの地図   

 道草案内 古墳の歴史等  

 道草案内 土台部：埴輪  

 ルート案内   

 

 

表-2 タイムラインの一部分（馬見）10) 

図-2 歩行コースの一部分（馬見）10) 

図-3 触地図12) （実サイズ：A4） 
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また，スマホのブラウザからYouTube動画を検索した

際は全角 28 文字までタイトルが表示されるため，基本

的に 28文字以内のタイトルにした． 

c)  概要欄 

概要欄（図-5）の構成は，動画の詳細，対象地の詳細，

研究概要の順で記述した． 

またチャプター機能を活用し，各地点名や時刻を記載

することで，クリックすれば動画内の任意の地点にスキ

ップできる仕様にした． 

d)  提供方法 

動画は限定公開で配信し，時間や場所の制約を受けず

バーチャル散歩をできるようにした．また全対象地の動

画をチャンネルリスト（既出の図-4）という形で一つに

まとめて提供した．これによりリストの URL を送付す

るだけですべての動画にアクセスできるようになる．  

 

 

4. 予備実験 

 

(1)  実験概要 

予備実験では，本研究のことを知らない方に動画を配

布する前段階として，以前から研究に協力してくださっ

ている被験者の方々に動画のタイトルや概要欄の内容に

ついて意見を伺った．被験者リストを表-3に示す． 

対面実験は研究室にて，遠隔実験は Zoomを用いて行

った． 

 

(2)  実験結果 

a)  動画作成 

特に問題ないとの意見が得られた． 

b)  タイトル 

動画の内容が簡潔に伝わるため良いとの意見が得られ

た．主要地点の固有名詞に関しては，読み上げソフトに

より誤読があったため，固有名詞の後に（フリガナ）を

つけ，正しい漢字と読みが伝わるようにした． 

c)  概要欄 

概要欄の大まかな構成は問題ないものの，初めに動画

時間が知りたいとの意見が得られた．説明文に関しては，

形容詞で修飾しすぎず簡潔な文にしてほしいとの意見が

あった．結果を踏まえて構成は表-4のようにした． 

チャプター機能については，予備実験段階では各地点

の案内タイプごとにスキップできる仕様にしていたが，

一つの案内地点におけるチャプター分けを一つにし，ル

ート案内のみの地点を省くことで，簡潔にまとめること

とした． 

ヒアリングの中で，コメント欄の活用や作者の想いに

も興味があることが分かった．そこでコメント欄に作成

者目線での感想や想いを記載することにした（図-6）．

実施日 属性 障碍 形式 視聴媒体：頻度 

2022/12/4 20代・男 全盲 対面 スマホ：多い 

2022/12/15 40代・男 弱視 遠隔 PC, スマホ：多い 

2022/12/17 40代・男 全盲 対面 PC：少ない 

2023/1/10 70代・男 弱視 対面 PC, i Pad：多い 

 

図-4 動画タイトルとチャンネルリスト 

図-5 概要欄 

表-3 被験者リスト 
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また時間指定リンク（タイムスタンプ）を用いて動画内

の道草案内だけをまとめたものも合わせて載せ，固定コ

メントとすることでより見やすくなるよう工夫した． 

d)  提供方法 

提供方法はチャンネルリスト形式で問題はないものの，

リスト内の概要欄にも，動画の概要欄と同様に研究概要

を載せてほしいとの意見が得られた．動画とリストの概

要欄のいずれを読むかは利用者それぞれであるため，す

べての利用者が不足なく情報を得られるよう配慮する必

要があることが分かった． 

 

 

5.  本実験 

 

(1)  実験概要 

本実験では，一連の研究のことを知らない視覚障碍者

の方々を対象としてYouTube動画を見てもらい，動画や

配信方法に関する意見・感想のヒアリングを行う． 

動画の配布方法は，メールによりチャンネルリストの

URLを送付する形で，700人程度に送付した． 

ヒアリング方法は，メールに添付したヒアリング用メ

ールドレスに自由な意見を返信，又は動画内のコメント

欄に書き込んでいただく方式とした． 

 

(2)  実験結果 

本実験は2023年3月現在実施中である．得られたヒア

リング結果とチャンネルアナリティクスの分析を踏まえ

た結論は発表時に示す． 

 

 

6.  結論・今後の展開 

 

予備実験を通して，説明文は要点をまとめて簡潔に記

述することが求められているといえる．利用者の様々な

利用を想定し，重複する内容であってもそれぞれ記載す

る必要があることが分かった．また研究の概要だけでな

く，作者の想いといった主観的な意見も需要があること

が分かった． 

本実験の結果および考察に関しては，発表の際に示す． 
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